


5．適用病害虫の範囲及び使用方法   

本薬の適用病害虫の範囲及び使用方法は以下のとおり。  

フルベンジアミド水和剤（20％頼粒水和剤）  

フルヘ＋ンシ■アミド  

本剤の  を含む  
作物名  適用病害虫名  希釈倍率  散布液量   使用時期  

使用回数   農薬の  

総使用回数   

もも   収穫前日まで   
ルコ÷コカクモンハマキ   

なし   

ハマキムシ類  

キ～ンモンハモク＋りが  200～  
2回以内  

キンモンホリが  4000倍   700L／10a    2回以内   
りんご  

ヨモキヾユダシャク  

モモシンクイが  

ケムシ類   

いちご   ハスモンヨトウ   

トマト   オオタハ予コが   

アオムシ  

コナが  

キャベツ  ヨトウムシ  
3回以内  

ハイマタヾラノメイが  3回以内  
収穫前日まで  

ハスモンヨトウ   
散布  

アオムシ  150～  

はくさい  コナが  300L／10a  

ハスモンヨトウ  

ハスモンヨトウ  
2000倍  

レタス  
2回以内  2回以内  

リづレタス   オオタハヾコが  

ねぎ   シロイチモシ÷ヨトウ  3回以内  3回以内  

ハイマタヾラノメイが  
だいこん  収穫7日前まで            2回以内  2回以内  

コナが  

だいず   ハスモンヨトウ   3回以内  3回以内  

チャノコカクモンハマキ  

チャノホリが  200～  
茶  摘採7日前まで   1回  1回   

チャハマキ  400L／10a  

ヨモキヾェタ～シャク  

－42－   



6．作物残留試験結果   

（1）分析の概要   

①分析対象の化合物  

・フルベンジアミド  

・ノV」（2－メシルー1，1－ジメチルエチル）一入トi4－【1，2，2，2－テトラフルオロ  

ー1一（トリフルオロメチル）エチルトβ－トリル〉フタルアミド  

（代謝物NNI・0001－脱ヨウ素）  

・3－ヒドロキシーⅣノー（2－メシルー1，1－ジメチルエチル）一入L〈4－【1，2，2，2  

－テトラフルオロー1－（トリフルオロメチル）エチルト0－トリル〉フタルア  

ミド（代謝物NNI－0001・ヒドロキシ）  

②分析法の概要  

試料を含水アセトニトリル又は塩酸酸性アセトニトリルで抽出し、溶媒を  

減圧留去後、多孔性ケイソウ土カラム（又はn一ヘキサン／トルエンでの液々  

分配）、グラファイトカーボンミニカラムで精製し、NH2ミニカラムを用いて  

フルベンジアミドとNNI－0001・脱ヨウ素画分とNNI・0001－ヒドロキシ画分に  

分離する。フルベンジアミドと NNI－0001・脱ヨウ素画分はフロリジルミニカ  

ラムで、NNI－0001一ヒドロキシ画分はシリカゲルミニカラムで精製し、高速液  

体クロマトグラフにより定量。  

各成分の定量限界0．005～0．06ppm。  

なお、代謝物であるNNI－0001・脱ヨウ素及びNNI・0001・ヒドロキシについ  

てはフルベンジアミドに換算した値である。  

（2）作物残留試験結果   

①もも  

もも（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％顆粒水和剤の4，000  

倍希釈液を2回散布（500、400L／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留  

量は以下のとおりであった。  

フルベンジアミド：く0．005，0．012ppm  

NNI・0001一脱ヨウ素及びNNI－0001－ヒドロキシ：く0．006，く0．006ppm  

もも（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、20％顆粒水和剤の4，000  

倍希釈液を2回散布（500、400L／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留  

量は以下のとおりであった。  

フルベンジアミド：3．80，5．20ppm  

NNI・0001・脱ヨウ素：0．01，0．01ppm  

NNI－0001・ヒドロキシ：〈0．01，く0．01ppm  

②日本なし  

日本なし（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％顆粒水和剤の   

4，000倍希釈液を2回散布（400、300L／10a）したところ、散布後7～28日の最  
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大残留量は以下のとおりであった。  

フルベンジアミド：0．204，0．250ppm  

NNI・0001・脱ヨウ素及びNNI－0001・ヒドロキシ：く0．006，〈0．006ppm  

③りんご  

りんご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％顆粒水和剤の4，000   

倍希釈液を2回散布（400、500L／10a）したところ、散布後7～49、7～45日の   

最大残留量は以下のとおりであった。  

フルベンジアミド：0．150，0．409ppm   

NNI・0001・脱ヨウ素及びNNI・0001・ヒドロキシ：く0．006，く0．006ppm  

④いちご  

いちご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％頼粒水和剤の2，000   

倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は   

以下のとおりであった。  

フルベンジアミド：0．45，0．82ppm  

NNI－0001－脱ヨウ素及びNNI－0001・ヒドロキシ：〈0．01，く0．01ppm  

⑤トマト  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％顆粒水和剤の2，000   

倍希釈液を2回散布（200、300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留   

量は以下のとおりであった。  

フルベンジアミド：0．18，0．25ppm   

NNI・0001・脱ヨウ素及びNNI・0001・ヒドロキシ：く0．01，く0．01ppm  

⑥キャベツ  

キャベツ（葉球）を用いた作物残留試験（4例）において、20％顆粒水和剤の   

2，000倍希釈液を3回散布（120～150、200L／10a）したところ、散布後1～21  

日の最大残留量は以下のとおりであった。  

フルベンジアミ下：1．12，1．50，0．32，0．12ppm   

NNI・0001－脱ヨウ素：0．01，0．02，く0．01，く0．01ppm  

NNI－0001・ヒドロキシ：く0．01，く0．01，く0．01，く0．01ppm  

⑦はくさい  

はくさい（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％顆粒水和剤の   

2，000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後1～21日の最大残  

留量は以下のとおりであった。  

フルベンジアミド：1．80，1．70ppm   

NNI－0001一脱ヨウ素：0．03，0．03ppm   

NNI－0001・ヒドロキシ：く0．01，く0．01ppm  
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⑧レタス  

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％顆粒水和剤の2，000   

倍希釈液を3回散布（200L／10a）した。この試験は適用範囲内で行われていな   

いが、試験を行った範囲内での最も大きな残留量は、散布後1～14日において以  

下のとおりであった。  

フルベンジアミ ド：0．94，0．96ppm   

NNI－0001・脱ヨウ素：0．01，0．03ppm  

NNI・0001－ヒドロキシ：く0．01，く0．01ppm   

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（1例）において、20％顆粒水和剤の2，000  

倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

フルベンジアミド：0．78ppm  

NNI－0001一脱ヨウ素：0．01ppm  

NNI・0001一ヒドロキシ：く0．01ppm  

⑧リ、一フレタス  

リーフレタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％顆粒水和剤   

の2，000倍希釈液を2回散布（200，300L／10a）したところ、散布後1～21日の   

最大残留量は以下のとおりであった。  

フルベンジアミド：7．48，9．49ppm   

NNI・0001・脱ヨウ素：0．12，0．20ppm  

NNI・0001－ヒドロキシ：く0．01，く0．01ppm  

⑨ねぎ  

ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％顆粒水和剤の2，000   

倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後7～28日の最大残留量は   

以下のとおりであった。   

フルベンジアミド：0．88，1．13ppm   

NNI－0001一脱ヨウ素：0．01，0．01ppm   

NNI・0001－ヒドロキシ：く0．01，く0．01ppm  

⑩だいこん  

だいこん（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％顆粒水和剤の   

2，000倍希釈液を2回散布（150，200L／10a）したところ、散布後7～28日の最   

大残留量は以下のとおりであった。  

フルベンジアミド：1．86，3．88ppm   

NNI－0001一脱ヨウ素：0．03，0．05ppm   

NNI・0001・ヒドロキシ：く0．01，く0．01ppm  
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だいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％顆粒水和剤の  

2，000倍希釈液を2回散布（150，200L／10a）したところ、散布後7～28日の最  

大残留量は以下のとおりであった。  

フルベンジアミド：0．006，0．007ppm  

NNI－0001一脱ヨウ素及びNNI－0001－ヒドロキシ：く0．006，く0．006ppm  

⑪だいず  

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％顆粒水和剤の   

2，000倍希釈液を3回散布（150，200L／10a）したところ、散布後7～44日、7   

～42日の最大残留量は以下のとおりであった。  

フルベンジアミド：0．032，0．088ppm  

NNI－0001－脱ヨウ素及びNNI・0001－ヒドロキシ：く0．006，く0．006ppm  

⑫茶  

茶（あら茶）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％顆粒水和剤の2，000   

倍希釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は   

以下のとおりであった。  

フルベンジアミド：29．0，7．80ppm  

NNI－0001－脱ヨウ素：0．10，く0．06ppm  

NNI・0001－ヒドロキシ：〈0．06，く0．06ppm   

茶（浸出液）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％頼粒水和剤の2，000  

倍希釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

フルベンジアミド：3．34，0．844ppm  

NNI・0001一脱ヨウ素：く0．031，〈0．031ppm  

NNI－0001－ヒドロキシ：く0．030，く0．030ppm  

なお、これらの試験結果の概要については、別紙1を参照。  

注 最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間  

を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）  

を実施し、それぞれの試験から得られた残留量。  

（参考：平成10年8月7日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」）  

7．ADIの評価   

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、  

平成17年3月31日付厚生労働省発食安第0331001号により食品安全委員会あて意見  

を求めたフルベンジアミドに係る食品健康影響評価（案）について、 以下のとおり評価   

されている。  
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注）EDI試算は、作物残留試験成績の平均値×摂取量の総和として計算している。  

（試算の具体例）国民平均の摂取量を用いた試算  

基準値案  当該食品の  残留試験成績  暴露評価に  メトコナゾール  

食品名  （ppm）   摂取量  （ppm）   用いた数値  推定摂取量  

（g／人／日）  （ppm）  （〟g／人／日）  

（A）   （B）  （C）   （BXC）   

大豆   0．3   56．1  0．032，0．088   0．06   3．4   

だいこん類の根   0．03   45．0  0．006，0．007   0．0065   0．3   

だいこん類の菓   10   2．2  1．86，3．88   2．87   6．3  

2   いちご  0．3  0．45，0．82   0．635   0．2  

計  198．0   

ADI比（％）  23．6   
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（別紙1）  

フルベンジアミド作物残留試験一覧表  

最大残留量（ppm 

試験条件      ） ［フルベンジアミド／NNト0001一脱ヨウ素 ／NNI－000トヒドロキシ1    剤型  使用量・使用万葉  回数  経過日数   

もも   4，000倍散布   圃場A：く0．005／く0．006／く0．006   

（果肉）  2  20％顆粒水和剤    2回  1、3，7，14日        500，400L／10a    圃場B：0．012／く0．006／く0．006   

もも   4，000倍散布   圃場A：3．80／0．01／〈0．01   

（果皮）  2  20％顆粒水和剤    呈回  土，3，7，14日        500．400L／10a    圃場B：5．20／0．01／〈0．01   
日本なし   4，000倍散布   圃場A：0．204／く0．006／く0．006   

（果実）  2  20％顆粒水和剤    呈回  ヱ，14，21，28日        400，300L／10a    圃場B：0．250／く0．006／〈0．006   

りんご   4，000倍散布   7，14，呈上，49日  圃場A：0．150／〈0．006／〈0．006   

（果実）  2  20％顆粒水和剤    呈回          400．500L／10a   7，14．21、45日  圃場B：0．409／く0．006／く0．006   
いちご   2，000倍散布   圃場A：0．45／〈0．01／〈0．01   

（果実）  2  20％顆粒水和剤    呈回  土，3，7日        200L／10a    圃場B：0．82／く0，01／〈0．01   
トマト   2，000倍散布   圃場A：0．18／く0．01／く0．01   

（果実）  2  20％顆粒水和剤    呈回  ⊥3，7日        200，300L／10a    圃場B：0．25／〈0．01／く0．01   
圃場A：1．12／0．01／く0．01（2回、1日）  

キャベツ※   
2，000倍散布   圃場B：1．50／0．02／〈0．01（2回、3日）   

（葉球）  120～  1，3，7，             圃場C：0．32／く0．01／〈0．01（2回、1日）  
4  20％顆粒水和剤    2回                    150，200L／10a   14，21日  圃場D：0．12／く0．01／く0，01（2回、1日）   

はくさい   2，000倍散布   土3，7，  圃場A：1．80／0、03／く0，01   

2  20％顆粒水和剤    旦回      （茎葉）    200L／10a   14，21日  圃場B：1．70／0．03／く0．01  レタス※   2，000倍散布   圃場A：0．94／0．01／〈0．01（3回、1日）（＃）   

（茎葉）  2  20％顆粒水和剤    3回  1，3，7，14日        200L／10a    圃場B：0，96／0．03／〈0．01（3回、3日）（＃）   
レタス  2，000倍散布  1，旦，7，  

（茎葉）   ロ  20％顆粒水和剤   200L／10a  呈回   14，21日  圃場A：0．78／0．01／く0．01   

リーフレタス   2，000倍散布   1，3，7，  圃場A：7．48／0．12／〈0二01   

（茎葉）  2  20％顆粒水和剤    呈回          200．300L／10a   14，21日  圃場B：9．49／0．20／く0．01   
ねぎ   2，000倍散布   圃場A：0．88／0．01／く0．01   

（茎葉）  2  20％顆粒水和剤    呈回  ヱ，14，21，28日        200L／10a    圃場B：1．13／0．01／く0．01   
だいこん   2，000倍散布   圃場A：1．86／0．03／′く0．01   

（葉部）  2  20％顆粒水和剤    三回  Z，14，21，28日        150、200L／10a    圃場B：3．88／0．05／く0．01   
だいこん   2，000倍散布   圃場A：0．006／く0．006／く0．006   

（根部）  2  20％顆粒水和剤    三回  ヱ，14，21，28日        150、200L／10a    圃場B：0．007／く0．006／〈0．006   
だいず   2，000倍散布   ヱ，14，21，44日  圃場A：0．032／く0．006／く0．006   

2  20％顆粒水和剤    旦回      （乾燥子実）    150，200L／10a   7，14，21、42日  圃場B：0．088／く0．006／く0．006   
2，000倍散布   圃場A：29．0／0．10／〈0．06（1回、7日）   

2  20％顆粒水和剤  1回  7，10，14，21日  
2，000倍散布   圃場A：3．34／〈0．031／く0．030（1回、7日）   

（あら茶）    200L／10a  

茶※  

1回  7，10，14，21日  

＃これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  

※印で示した作物については、申請の範囲内で最高の値を示した括弧内に示す条件において得られた値を採用し  
た。  

最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。  

なお、食品安全委員会農薬専門調査会の農薬評価書（案）「フルベンジアミド」に記載されている作物残留試験  
成績は、各試験条件における残留農薬の最高値及び各試験場、検査機関における最高値の平均値を示したもので  
あり、上記の最大残留量の定義と異なっている。  
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（別紙2）  
フルベンジアミド  農薬名   

参考基準値  
基準値  外国  作物残留試験成績   

食品名  案  基準値  
pPm  

0．032，0．088   

だいこん類（ラディッシュを含む）の根   0．03  0．006，0．007   

だいこん類（ラディッシュを含む）の葉   10  1．86，3．88   

はくさい   5  1．80，1．70   
キャベツ   

3  1．12，1．50，0．32，0．12   

レタス0．94（＃），0．96（＃），0．78（＆）  

レタス（サラダ菜及びちしやを含む）   15  リーフレタス7，48，9．49   

ねぎ（リーキを含む）   3  0．88，1．13   

トマト   0．7  

りんご   0．150，0．409   

日本なし   0．7  0．204，0．250   

西洋なし   0．7  0．204，0．250   

もも   0．05  〈0．005，0．012   

いちご   2  0．45，0．82   

40  茶  29．0，7．80   

（＃）で示した作物残留試験成績は、適用範囲内で行われていない。  
（＄）で示しただいこん類の葉、キャベツ、りんご及び茶は、作物残留試験成績のばらつきを考慮し、試験が行われた範囲内で最も大  
きな残留値を考慮した。  
（＆）レタスについては、品種の相連による偏差を考慮し、作物残留量の高いリーフレタスの作物残留試験成績を暴露評価に用いた。  

－50－  



答申（案）  

フルベンジアミド   

残留基準値  

食品名  
Dl〕m   

大豆  0．3   
だいこん類（ラディッシュを含む）の根  0．03   

だいこん類（ラディッシュを含む）の葉  10   

はくさい  5   

キャベツ  3  

ラダ菜及びちしやを含む）   15  

キを含む）   3   

トマト  0．7   
りんご  

日本なし  0．7   

西洋なし  0．7   

もも  0．05   
いちご  2   

茶  40   

ー5卜   



（別紙2）  
フルベンジアミド  農薬名   

参考基J   準値  

基準値  外国  作物残留試験成績   

食品名  案  基準値  
PPm   PPm   PPm   PPm  PPm   PPm  

大豆   0．3  0．032，0．088   

だホ三ん類（ラディッシュを含む）の根  0．03  0．006，0．007   

更訂三方頭（ラディッシュを含む）の菓  10  1．86，3．88（＄）  

はくさい   5  1．80，1．70  

キャベツ   3  一1∴12，1．50（曳），0．32，0＿！2   
レタス0．94（＃），0．96（＃），0．78（＆）  

レタス（サラダ菜及びちしやを含む）   15  リーフレタス7．48，9．49  

ねぎ（リーヰを含む）   3  0．88，1．13   

トマト   0．7  0．18，0．25   

ちんご   R  0．150，0．409（‡）   
日本なし   0．7  0．204，0．250   

西洋なし   0．7  0．204，0．250   

もも   0．05  〈0．005，0．012   

2  いちご  0．45，0．82   

40  茶  29．0（＄），7．80   

（＃）で示した作物残留試験成績は、適用範囲内で行われていない。  
（＄）で示しただいこん類の葉、キャベツ、りんご及び茶は、作物残留試験成績のばらつきを考慮し、試験が行われた範囲内で最も大  
きな残留値を考慮した。  
（＆）レタスについては、品種の相違による偏差を考慮し、作物残留量の高いリーフレタスの作物残留試験成績を暴露評価に用いた0  
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